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機関リポジトリ



機関リポジトリとは

2014/10/22OAサミット2014 セッション1 ： 機関リポジトリによるオープンアクセスの新展開2

⼤学とその構成員が創造したデジタル資
料の管理や発信を⾏うために，⼤学がそ
のコミュニティの構成員に提供する⼀連
のサービス

（クリフォード・リンチ, 2003）



⼤学図書館が扱うコンテンツ
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出版物 オープンなウェブ情報資源
（OAジャーナル，オープンリポジトリ，

オープン教材）

特殊コレクション
（貴重書，歴史的資料，

写真，その他）

機関内で⽣み出された
情報資源

（研究論⽂，学位論⽂，
研究データ，教材等）

ライセンス契約資料
（電⼦ジャーナル，

電⼦ブック）

購⼊資料
（図書，雑誌等）

［第1象限］［第2象限］

［第3象限］ ［第4象限］
管理責任

稀少性

低

⾼

⼩⼤

参考：
Malpas, Constance. Reconfiguring Academic Collections: Stewardship, Sustainability and Shared Infrastructure. 
http://oclc.org/content/dam/research/presentations/malpas/umtc2011.pdf



⼤学図書館にとっての機関リポジトリの意義

2014/10/22OAサミット2014 セッション1 ： 機関リポジトリによるオープンアクセスの新展開4

図書館
（コレクション）

新しい図書館
（コレクション）

＝
機関リポジトリ

キャンパス
（学生，教職員）

キャンパス
（学生，教職員）
教育研究成果

外部情報源
（書店，出版社等）

外部利用者

選書

購入・
組織化

提供

発掘

収集・
組織化

提供

デジタル前

デジタル後

（図書館を中抜きにしたアクセス）

発信



NIIの⽀援活動

これまで 現在〜
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 CSI委託事業（2005年〜2012
年）
 IR構築・コンテンツ構築⽀援
 先導的プロジェクト⽀援
 コミュニティ活動⽀援

 メタデータフォーマット
（junii2）

 学術機関リポジトリポータル
（JAIRO）

 ソフトウェアの開発と維持
（WEKO）

 機関リポジトリ推進委員会

 機関リポジトリクラウドサービ
ス（JAIRO Cloud）
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わが国の
機関リポジトリの10年



国内リポジトリ公開機関数

2014/10/22OAサミット2014 セッション1 ： 機関リポジトリによるオープンアクセスの新展開7

NIIによる構築支援事業実施

539!

平成26（2014）年9⽉末現在

OpenDOARによれば
⽶国は454
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Others（その他）
Software（ソフトウェア）
Data or Dataset（データ・データベース）
Learning Material（教材）
Preprint（プレプリント）
Article（⼀般雑誌記事）
Research Paper（研究報告書）
Technical Report（テクニカルレポート）
Book（図書）
Presentation（会議発表⽤資料）
Conference Paper（会議発表論⽂）
Departmental Bulletin Paper（紀要論⽂）
Thesis or Dissertation（学位論⽂）
Journal Article（学術雑誌論⽂）

コンテンツ（本⽂あり）の蓄積

2014/10/22OAサミット2014 セッション1 ： 機関リポジトリによるオープンアクセスの新展開8

NII/IRDBによる集計

139万件



利⽤件数（年間）
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⽂部科学省学術情報基盤実態調査より



機関リポジトリで学位取得
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http://hdl.handle.net/2241/118741



課題
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1. 「図書館」リポジトリにとどまった

2. グリーンOAが進まなかった

3. ポリシーが弱い

4. ⽂献リポジトリの壁を越えられなかった

5. CSI委託事業の成果の展開ができなかった



１．「図書館」リポジトリにとどまった
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２．グリーンOAが進まなかった
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 2012年に出版された⽇本⼈研究者による学術論⽂
（Web of Science 収録）は、約74,000件

（The Research & innovation performance of the G20,   
March 2014）

 ⽇本の機関リポジトリに登録されている、査読済み
学術論⽂（本⽂あり）のうち、2012年出版の英語論
⽂は、4,094件

（NIIの統計、2014年10⽉6⽇現在）
 捕捉率は5.5%

（査読済み学術論⽂の捕捉率）



（参考）筑波⼤学の事例
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出典：
内島秀樹.  機関リポジトリの現状と動向. 国立大学図書館協会学術情報流通セミナー.  2013.1.24



グリーンOAのポテンシャル
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出典：
Bo‐Christer Bjork, Mikael Laakso, Patrik Welling, Patrik Paetau. “Anatomy of Green Open Access”. 
This is a preprint of an article accepted for publication in Journal of the American Society for Information 
Science and Technology.
http://www.openaccesspublishing.org/apc8/Personal%20VersionGreenOa.pdf

●Scopusに採録されているトップ100出版社の論文約115万報*の著作権ポリシーを
調査 （*Scopus収録全論文の68%）

●潜在的なグリーンOA論文数は約93万報（81%）



グリーンOAのポテンシャル（国内学協会誌論⽂）
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３．ポリシーが弱い
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ROARMAP（http://roarmap.eprints.org/）

日本の登録状況：北大、文科省（学位論文）のみ

機関リポジトリへの登録義務化の状況

Institutional Mandates (223)
Sub-Institutional Mandates (45)
Multi-Institutional Mandates (9)
Funder Mandates (90)
Thesis Mandates（117）



義務化の効果
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Gargouri Y, Hajjem C, Larivière V, Gingras Y, et al. (2010) Self‐Selected or Mandated, Open Access Increases Citation Impact for 
Higher Quality Research. PLoS ONE 5(10): e13636. doi:10.1371/journal.pone.0013636
http://www.plosone.org/article/info:doi/10.1371/journal.pone.0013636

義務化：60%
⾮義務化：15%



hita‐hita
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４．⽂献リポジトリの壁を越えられなかった
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CSI第2期領域2プロジェクト

「e‐Science基盤構築のためのデータ・
キュレーション機能拡充の実証実験」

千葉⼤学リモートセンシング研究センター
の衛星画像のキュレーションに関する実証
実験を期待したのだが、、、

結局は、植物標本の画像データに検索タグ
を付ける試みで終わってしまった



５．CSI委託事業の成果が展開できなかった
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DRF関連プロジェクト リポジトリと電⼦出版の連携モデル
遺跡資料リポジトリ 研究者情報システム連携プログラム
SCPJ 双⽅向型医学系サブジェクトリポジトリ技術基盤の形成
XooNIps ユーザ・コミュニティ構築による持続可能なシステム改善
⽂献⾃動収集・登録ワークフローシステム IRのためのシステム連携⽤ツールの開発
ROAT 研究者コミュニティがIRに深く関わるための⼊出⼒活性化
電⼦出版システムの開発 持続可能な機関リポジトリのための⼈材進化構造
博⼠論⽂発信⽀援パッケージ開発プロジェクト e‐Science基盤構築のためのデータ・キュレーション
クラウド環境における電⼦出版・リポジトリ連携実証実験 図書館間⽂献デリバリーサービスとIR

OA環境下における同定機能導⼊のための恒久識別⼦ ⽇本の学術情報発信状況の調査
数学ポータル構築 IRへの登録が学術⽂献流通に対して及ぼす影響
IR推進のための視認度評価分析システムの開発 教育系サブジェクトリポジトリとしての展開
共同リポジトリ：モデルの構築と普及
IR上の情報資源発⾒及びアクセス制の向上
つくばサイエンスリポジトリ（TSR）

研究開発系の27プロジェクト



2014/10/22OAサミット2014 セッション1 ： 機関リポジトリによるオープンアクセスの新展開23

今後の10年



NIIの2つのビジョン
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⼤学の教育研究活動のあらゆる成果
の蓄積と徹底的なオープンアクセス
化を担う機関リポジトリのさらなる
発展

互恵的な組織（コミュニティ）の形
成推進



機関リポジトリ推進委員会

2014/10/22OAサミット2014 セッション1 ： 機関リポジトリによるオープンアクセスの新展開25

NII 国公私⼤学図書館
協⼒委員会

これからの学術情報システム
構築検討委員会（H24〜）

役割：
協定書
(1),(4),(5)

連携・協⼒推進
会議（H22〜）

⼤学図書館コンソーシアム連合
運営委員会（H23〜）

役割：
協定書
(3),(4),(5)

事務局（JUSTICE）
協⼒員

実務研修⽣
作業グループ

参考：
国大図協ｼｽﾃﾑ小委報告書
図書館連携作業部会「構想」

機関リポジトリ推進委員会
（H25.10.2〜）

役割：
協定書
(2),(4),(5)

作業グループ

◆役割：
協定書に掲げる以下の事項の連携・協力を進める

(1)電子ジャーナル等の確保と恒久的なアクセス保
障体制の整備 →H23年度発足

(2)機関リポジトリを通じた大学の知の発信システム
の構築 →H25年8月発足

(3)電子情報資源を含む総合目録DBの強化
→H24年度発足

(4)学術情報の確保と発信に関する人材交流・育成

(5)学術情報の確保と発信に関する国際連携推進



ミッション・ステイトメント
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学術情報流通に関する現状認識と将来展望に基
づき、戦略的重点課題を定め、機関リポジトリ
の⼀層の推進を通じてこれらの解決に取り組む

『⼤学の知の発信システムの構築に向けて』
（平成25年12⽉13⽇）

https://ir‐suishin.repo.nii.ac.jp/



戦略的重点課題
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1. オープンアクセス⽅針の策定と展開
 各機関の公表義務化、研究インフラ整備、コンテンツの多様化等の戦

略に資するオープンアクセスのガイドラインを作成し、ゴールドオー
プンアクセスの進展を踏まえた種々のレベルにおけるオープンアクセ
ス⽅針の策定に貢献する

2. 将来の機関リポジトリ基盤の⾼度化
 アカデミック・クラウド環境における機関リポジトリ基盤を⾼度化

し、機関リポジトリの管理・運営環境を整備する
3. コンテンツの充実と活⽤
 学術機関リポジトリ構築連携⽀援事業の成果を活⽤し、機関リポジト

リに蓄積されているコンテンツの評価を⾏い、多くの利⽤が⾒込まれ
る分野等において未整備のコンテンツを充実させるとともに教育研究
での多⾯的な活動を促進する⽅策を進める

4. 研修・⼈材養成
 研究データ等の⽂献に留まらないコンテンツを扱い、機関リポジトリ

の⾼度化や国際コミュニティと連携協⼒を⾏う⼈材を養成する等のた
めに研修等を実施する



ワーキンググループ
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コンテンツ

国際連携

技術

WG重点課題

１．オープンアクセス⽅針の策定と展開

２．将来の機関リポジトリ基盤の⾼度化

３．コンテンツの充実と活⽤

４．研修・⼈材育成



コンテンツWG
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 コンテンツ構築ノウハウの継承（とくにJAIRO Cloud新
規参⼊館への注⼊）

 博⼠論⽂の電⼦公開制度の実績評価と課題抽出・解決
 オープンアクセス⽅針も視野にいれた学内認知度向上
 リサーチデータの取り扱いに向けた調査
 国内学術雑誌の受容
 サブジェクトリポジトリの構築

機関リポジトリ登録コンテンツの拡⼤に関すること



国際連携WG
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 国際会議動向調査
 Open Repositories、COAR Annual Meeting、SPARC Open
Access Meetin、ETD、DCC、RDA、ICSTI …

 海外動向調査
 メタデータスキーマ、データ管理プラン、OAポリシー …

 海外との情報共有
 国内情報の発信、海外のリポジトリコミュニティとの関

係構築

国外の機関リポジトリ関係機関・団体との連携に関すること



技術WG
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 ⽂献データの⾃動収集
 SCPJの今後の運⽤指針の検討
 Researchmapと機関リポジトリの連携
 機関リポジトリログの標準処理・解析結果表⽰シス

テムの構築
 機関リポジトリコンテンツの活⽤⽅法の模索

機関リポジトリのシステム基盤の⾼度化に関すること



WG全体図
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国際

コンテンツ技術

図書館総合展
フォーラム
（11/6）

OA⽅針も視野に⼊
れた学内認知度

向上

国際会議動向
調査

リサーチデータの
取扱いに向けた

調査

海外動向調査

海外との情報
共有

機関リポジトリ
コンテンツ活⽤

⽅法の模索
SCPJの今後の運⽤

指針の検討

⽂献データの
⾃動収集

ログの標準処理・
解析結果表⽰

システムの構築

Researchmapと
IRの連携

国内学術雑誌の
受容

サブジェクト
リポジトリ

の構築

博論電⼦公開制度
の実績評価と課題

抽出・解決

コンテンツ構築
ノウハウの継承
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共⽤リポジトリ
（JAIRO Cloud）



JAIRO Cloud
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 NIIが開発・提供する機
関リポジトリのクラウ
ドサービス

 平成22年度補正予算に
より整備

 独⾃で機関リポジトリ
の構築・運⽤が難しい
⼤学等に対して、研究
成果の収集・保存・発
信を容易にする仕組み
を提供

 平成24年4⽉から本運⽤
を開始

NIIのクラウド上に機関ごとのサイトを構築
利⽤機関はコンテンツ管理をするだけ

NIIは
機関リポジトリの
ソフトウェアを
NIIのクラウドに

構築・提供

C⼤学

研究者は
JAIRO Cloudに研究成果

（雑誌論⽂，学位論⽂等）
を搭載

A⼤学

B共同利⽤機関

⼤学の研究成果を
オープンアクセス
で公開

⼤学は
JAIRO Cloudを利⽤して
機関リポジトリを構築

運⽤機関
（NII）



JAIRO Cloud（この1年の話題）
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 JAIRO Cloudが，スタンフォード⼤学図書館
による「研究図書館によるイノベーション
賞 (SPIRL) 」の功労賞を受賞しました。
 http://library.stanford.edu/projects/stanford‐prize‐

innovation‐research‐libraries‐spirl/2014‐prizes

 JAIRO Cloudへの参加申請機関数が，サービ
ス開始当初の⽬標であった200機関を突破
しました。
 200番⽬の申請機関⽇本福祉⼤学様

 筑波⼤学のつくばリポジトリ(Tulips‐R)が
JAIRO Cloudに移⾏しました。
 https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/



JAIRO Cloudのメリット
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1. 初期構築
 簡単な初期構築
 サーバの導⼊・管理・保守は国⽴情報学研究所にお任せ
 参加機関は登録コンテンツの管理に専念

2. システム開発
 標準的な機関リポジトリの機能
 外的要因の変化に合わせて、新しい機能を搭載
 CSI委託事業で推進してきたプロジェクトの成果を取り込み

3. 運⽤サポート
 映像マニュアルなど充実したマニュアル
 JAIRO Cloud講習会を実施
 参加機関によるコミュニティで⽇々の疑問を解決



コミュニティサイト
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 参加機関向けのフォーラム
 操作⽅法等の疑問を解決

 みんなで作るマニュアル
 現場の疑問やティップスをマ

ニュアルに。

https://community.repo.nii.ac.jp/


